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はじめに

　今、わが国の都市は変革期を迎えている。
　人口が増加する社会では、予算や人といったリソースは成長による増分から分配
すればよかった。しかし、人口が減少する社会ではリソースが徐々に減少していく。
そうした状況下で新しい豊かさや価値を生み出すためのリソースを得ることには大
変な困難がともなう。既存の枠組みにとらわれず、分野横断、分野融合的に人々が
協働する必要がある。
　都市をモノとして物理的な側面から関わる仕事は、徐々に「つくる」ことから「使
う」ことや「管理する」ことへと重心が移動している。都市を新しく「つくる」こ
とに代わり、今ある都市をいかに住みやすくするか、住みよい状態を維持するのか
といったことに関わる仕事が増えている。時代が進むにつれ、そうした仕事はます
ます多様になり、その仕事に必要とされる能力も大きく変化している。これからは
「都市を使う」「都市を管理する」という視点からのユーザーの参画が重要である。
本書は、ハードが先行しやすい従来の捉え方だけではなく、人・コトといったソフ
トな面も含め、都市を総合的に捉え、それを「つくりかえるしくみ」を構築する必
要があるとの認識に立っている。それぞれの問題解決の具体策は個別解であり一般
解として語ることはできないが、解決するための「しくみ」を構築する方向は一般
化して語ることができるのではないか。そう考えて、本書を『都市をつくりかえる
しくみ』と題した。
　本書の特徴は、ある領域を深めるのではなく、関連領域を盛り込み、しかも、そ
れをただ羅列するのではなく、一本の糸で結んでいる点にある。既存の分野領域に
閉じることなくさまざまな視点から書いているため、それに読者はとまどうかもし
れない。しかし本書の主張はきわめてシンプルである。

無自覚に社会を見ないようにしよう。
自覚的に社会を見て問題を発見し、それを普遍的な共通の問題に自分で抽象化
して、その問題を他人と共有し、みんなで解決していこう。
このような組み立てができる力を身に付けてほしい。

　これが本書に通底するメッセージである。
　読者が時間や空間を超えた考えや活動を知り、化学反応ともいうべき一段上のア
クションへと進む。本書がそうした展開の触媒となれば幸いである。

2016年10月
三浦 昌生
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　本書は目次に示すとおり、3章からなり、
節は全体で15編の構成である。第1章の1.1

と1.2.1～1.2.2の2節は本書のガイダンス的
導入部にあたり、以降13節が各専門分野で
ある。
　第1章は、第2章、第3章にも通底する前
提条件または理論的背景のアウトラインを理
解できるように意図した。
　第2章では、現代における都市問題を総合
的に、具体的に把握できるよう事象ごとにま
とめた。本章に示す諸問題は、個々に存在す
るのではなく、相互に関係し合って社会状況
を変化させているものとし、「都市をつくる」
ことへの動機づけとなる章として位置づけ
た。また「環境」という用語の持つ多様な意
味や背景を理解するためのガイドとしても活
用されたい。
　第3章の前半は、都市をシステム・オブ・
システムズとして捉え、物事や事象のモデル
化を通して、潜在する問題点や可能性を見出
し、総合的な建築設計あるいはインフラ設計
に結び付ける方法論をまとめた。
　第3章の後半は、「都市をつくりかえる」
ためには「つくる」ことに加え「使う」こと
を考えるべきとし、市民の主体的な「参画」
を促進する能動的なまちづくりの事例と解説
をまとめた。

第1章 　都市をつくりかえる 

　まず、「都市」に対する一般的理解と、本
書で取り上げる「都市」の捉え方を示した
（1.1）。次に、「都市をつくる」背景（1.2.1）
と「都市をつくる」具体的な仕事内容につい
て（1.2.2）まとめ、職業的状況を背景に本
書への理解を深められるようにした。1.2.2

は都市関連の仕事を紹介するインデックスと
して活用できるようにした。続いて、都市を
形成する社会背景とICTによる影響（1.2.3）
を示し、そこで必要とされる「分野横断的な
協働」とそれを実践するための概念である「シ
ステム思考」（1.2.4）、技術・方法としての「モ
デル化」「社会モデルの構築」（1.3.1）、「問
題解決型システムズアプローチ」（1.3.2）に
ついて解説した。

第2章　 都市の課題の捉え方 

　まず、成熟社会において深刻化する問題で
ある「人口減少・少子高齢化」の概説とそれ
が都市に顕在化した具体的事象（2.1）、都市
生活の利便性を支える「自動車社会」がもた
らした「まちなかの空洞化現象」（2.2）を事
例から概説した。次に、「自然災害・都市災
害」における危険性への理解を深めつつ、災
害対策の課題と方法について述べ（2.3）、続
いて「都市地域の環境」の状況を「物質・エ
ネルギー系」の側面からひもとき、問題解決

本書の読み方・使い方
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の視点と手法について概説した（2.4）。

第3章　 関連づけて解いていく 

　前半のはじめは、21世紀の都市と建築の
多様性を生み出すものとして、時代の思潮を
あらわす「建築タイプ」と新たなモデルとの
創造的な関係について述べた（3.1.1）。次に
個々の建築設計を合理性、社会的合意、感性
的発想において高度化し、多角的な検討と評
価軸を提示する「ソフトコンピューティング」
を活用した建築設計ツールの開発について概
説した（3.1.2）。続いて、人・建築・まち・
環境の相互的関係をデジタルツール「BIM・
CIM」によってモデル化し、新たな価値を
発見する建築設計の知識・道筋・方法・技術
について述べた（3.1.3）。さらに、都市の高
温化現象を例に、自然の力を都市のサステイ
ナビリティに寄与するインフラとして活用し
ていくしくみについて概説した（3.1.4）。
　後半のはじめは、「市民参加」によって実
現された欧米の「まちづかい」の事例から国
内の公共空間活用の事例まで広く紹介し、
「時間軸」のある新たな都市環境デザインに
ついて概説した（3.2.1）。次に地域の住環境
問題を実測しモデル化する手法をもとにした
「住民」と「専門家」の協働活動が、「自治会
主体」の自覚的な住環境管理機能を回復させ
た事例を概説した（3.2.2）。そして最後にま

ちの存亡が問われている「地方の農山村」が、
次世代の子供たちの育成に取り組んだ環境教
育の人材育成プログラムと成果の事例を紹介
し、持続可能な地域づくりのモデルを示した
（3.2.3）。

　本書全編、どの節にも、協働活動、システ
ム思考、問題解決型プロセス、モデル化とい
った異分野融合を意識した「つながる」ため
の概念と手法がちりばめられている。各節の
専門分野は独立しても読め、他章、他節に関
連づけて読むこともでき、さまざまな切り口
から本書を活用いただけるように工夫した。
　読者には、上記のごとくどの部分からでも
読めるように編集した。「都市をつくりかえ
るしくみ」は、建築・都市あるいは土木など
の確定した従来型の専門領域や、一つの完結
した概念では語り得ぬものとして認識してい
ただきたい。それは現今の都市問題、社会問
題を背景に、私たちの持つさまざまな知識、
方法、技術が結集し、つながり合うことで実
現されるものと考えて本書に向き合っていた
だければ幸いである。

2016年10月
澤田 英行
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1.2

これまでの都市がどのようにつくられてきたか

　前節で述べたように、本書では構築物というハードの面と人やコトと
いったソフトの面に偏ることなく地域が抱えている問題を捉えようとし
ている。そのため、「都市（まち）」という意識で執筆しているが、地域
が抱えている問題に踏み込む前に、現在の「都市」がどのようにつくら
れてきたのかを概観したい。

1.2.1　都市にかかわる仕事の広がり

　都市は人が集まって生活したり働いたりする場である。都市の将来ビ
ジョンを示し、用途や役割によって空間や場を性格づけする専門分野は
「都市計画」、都市を整える専門分野はこれまで「建築」「土木」に分か
れていた。都市における建築とは、住宅・オフィスビル・学校・病院・
工場・美術館など都市の生活や産業の場となる施設である。都市におけ
る土木とは、道路・公園・駅前広場・河川・橋梁・港湾・堤防・鉄道・
トンネルなどの都市の生活や産業の基盤となる施設である。
　しかし今日では、建築、土木それぞれの扱う領域が急速に拡大すると
ともに、建築と土木の境界が曖昧なものとなりつつある。そうした状況
は、都市に関わる仕事とその対象の広がりを見ても明らかである。
　都市をモノとして、物理的な側面から都市に関わる仕事は「都市をつ
くる」あるいは「都市を管理する」行為に関連しているものが多い。そ
れは、企画・開発、調査、設計、製作・建設、営業・販売、リノベーシ
ョン（再生や修復、修景）･コンバージョン（機能転換）、管理・更新
といった一連の作業の流れのなかで捉えることができる。以前は企業が
これらの部門のうちのひとつを専門に行っていたが、今ではほとんどの
企業がこれらの部門を複合して行う体制を敷いている。そのような体制
において、これからは「都市を使う」という視点からのユーザーの参画
が重要である。
　しかし、半世紀以上にわたってつくられてきたわが国の産業構造は、
これらの動向に呼応して変化してきたとは言いがたい。建設業界は依然
として「建築」と「土木」に分かれている。これは、わが国の学会や行
政が明治以来建設技術を重んじてきた結果であるといえる。この分野に
かかわりが深い国土交通省や地方自治体であっても、採用試験は今も建
築職や土木職など従来型の職種区分が中心となっており、都市計画や都
市再開発に関する業務は土木職が担っている。
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　では、モノとしての都市に関わる仕事にはどのようなものがあるだろ
うか。それらをあげ、仕事の内容を解説することで、これまでどのよう
に都市がつくられてきたのかを見てみよう。

1.2.2　都市にかかわる仕事の内容

1.都市計画コンサルタント
　行政（国の省庁・都道府県庁や市町村など）や民間企業からの委託を
受けて、都市計画や環境計画に関する企画や調査、構想づくりなどを地
元の市民とも議論しながら報告書にまとめることを主たる業務としている。
　都市計画やまちづくりの分野は住民参加方式による合意形成が求めら
れており、建築家・アーバンデザイナー・環境プランナー＊1などとコラ

ボレートする場合もある。また東日本大震災の被災地の復興関連事業に
関わっているのも主にこの分野の組織である。都市計画コンサルタント
を大別すると、まちづくり系コンサルタント、総合建設（土木計画・設
計）コンサルタントの都市計画部門、大手建築設計事務所の都市計画部
門がある。

❶まちづくり系コンサルタント

　比較的少人数の組織が多い。最近では自治体からの景観計画や住民参
加型地区・まちづくりの仕事が増えている。不特定多数の市民を代弁す
るような場面も多い。また、小さい組織であるがゆえに、より複雑化し
た社会のなかで、先端的な専門に特化した領域を伸ばして、他の職能と
の連携などのプロジェクトを進めるなど、柔軟な対応を図る例も少なく
ない。また以下の❷や❸との協働なども各地で進められつつある。その
なかでもとりわけ、住民参加型のまちづくりにおいては、行政と住民と
の間の中立的な専門家の立場でワークショップのファシリテーター＊2役
を果たすなど、合意形成に際して重要な役割を担う場合も少なくない。

❷総合建設（土木計画・設計）コンサルタント
　200～300人程度の比較的大規模な組織が一般的で、そのなかの都市
計画部門において、官庁が発注する道路、橋梁、河川改修、公園緑地、
広場、下水道、測量、土地区画整理事業などの公共工事の計画･設計を
行っている。かつては各社の得意とする分野に分かれていたが、現在で
は総合コンサルタントとしての能力が求められるようになり、環境アセ
スメント＊3、交通解析、さらには都市計画・まちづくりの計画づくりや
公共施設マネジメントの分野へと広がっている。近年、自然エネルギー
利用技術分野、海外の都市開発、ODA＊4に積極的に取り組むコンサル

＊1　環境プランナー
専門知識を生かして、民間企業のビ
ジネスと環境の両立のための対応や
自治体の環境政策などに指導助言、
提言を行うなどの職能や、地域の環
境NPOでリーダーシップを発揮す
る人材。広義の意味では、後述の環
境コンサルタントのなかでも計画ビ
ジョンなどを構築する力のある人を
指す。

＊2　ファシリテーター
市民参加の会議の場において、参加
者の発言を促す技術を有する人。単
なる司会進行者はファシリテーター
とはいえず、話の流れを円滑にして
論点を整理し、話し合いのなかから
合意形成に導くことができる能力が
求められる。

＊3　環境アセスメント
広義には、環境を評価することを意
味するが、実際には「環境影響評価」
を環境アセスメントと呼ぶことが多
い。「環境影響評価」とは、環境影
響評価法や地方自治体の条例にもと
づいて、道路、廃棄物処理施設、工
業団地、高層建築などの開発行為が
周囲の大気質、騒音、水質などの環
境に与える影響の程度と範囲を事前
に調査・予測・評価し、その改善策
を検討することをいう。環境影響評
価を行い報告書をまとめるのは開発
行為の事業者であるが、その業務が
総合建設コンサルタントなどに委託
される場合が多い。

＊4　ODA
Official Development Assistance
の略称。開発途上地域の開発を主た
る目的とする公的資金による国際協
力活動のこと。政府開発援助。
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コラボレーションのためには異分野の人と議論し、「相手の話が理解で
きる」必要最小限の知識、自分の考えをはっきりと伝えるコミュニケー
ション能力、既存事例にとらわれずに「論理的に筋が通っているか」「限
られたリソースで実現可能か」を判断する論理的思考力を持つ必要があ
る。システム思考をベースに住民の合意形成支援で成果をあげた事例は
「3. 2」で紹介する。
　近年、求められる人材像として「T型人材」という言葉が使われるこ
とがある。従来型の一つの専門のみに詳しい人材のことを、深みはある
が幅がないので（1本縦線だけがある）「I型人材」と呼び、専門性に加
えて幅広い知識も持ち合わせた人材のことを（縦線に加えて横棒もある
ため）「T型人材」と呼ぶ。さらに、専門性の高い能力が2つあるときに

は「II型人材」と呼ぶこともある。本書が拠り所としているシステム思
考とは、T型人材の横棒に当たる部分に該当する。さまざまな物事を「要
素とその関係」のレベルまで抽象化して捉えるシステム思考は、専門が
異なる人が議論するためには必須の能力である。
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1.3

都市を考えるためのプラットフォームの構築

　前節では、現在はシステム思考が求められていることについて述べ
た。システム思考の基本は「個別の要素ではなく、それがつながった全
体を捉える」ことである。すべての要素を考慮するとかえって混乱する
ので、つながりの全体を捉えるためには、今回の議論で重要な関係のみ
に集中する必要がある。この、「重要な関係のみに注目して捉える」こ
とを「モデル化」と呼ぶ。本節ではモデル化の基本について述べる。

1.3.1　社会モデルの構築

1.「シムシティ」と背後にあるモデル
　「シムシティ（SimCity）＊1」というゲームを知っているだろうか。
ある都市の市長となって街を経済的に発展させ、最終的に人口50万人
以上のメガロポリスとすることを目指すコンピュータゲームである。未
開の土地に住宅・商業・工業の用途別地区を指定し、交通機関などのイ
ンフラを整備して発展させていくが、それぞれの要素に影響関係が存在
するところが面白い点である。人口が増えると税収が増すが、犯罪や交
通渋滞なども発生する。工業地域に工場が建つことでも税収が増すが、
公害が発生する。道路建設や公害対策には税収が必要である。プレイヤ
ーはこういった複雑な状況をなんとかしながら街を発展させていかなく
てはならない。
　人口や税収といった「注目すべき要素」のことを「変数（variable）」
と呼び、変数間の影響関係を経験から明らかにしたものを「理論
（theory）」、その関係をわかりやすく示したものを「モデル（model）」
と呼ぶ。実は、シムシティの面白さは、ゲーム内での変数間の影響関係
が理論にもとづいたモデルによって定義されていることによる。結果に
リアリティが感じられるのである。

2.さまざまなタイプのモデル

　変数間の関係を示したものが「モデル」だが、関係を具体的に示す程
度によって、概念モデル、理論モデル（数理モデル）、統計モデルに分
類することができる。

❶概念モデル

　一番抽象的な変数間における「原因→結果」の因果関係のみを示した

＊1　シムシティ
1作目は1989年にアップルのマッ
キントッシュ用として発売された。
最新版はウィンドウズマシンでプレ
イ可能である。「シムシティ」を教
育に応用しようという実践研究は古
くからあり、図1.3.1-1は実践研究
論文※1にあった図を日本語にリラ
イトしたものである。
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2.3

自然災害・都市災害

　課題解決において最も重要なのが課題を把握するプロセスであること
は、「1. 3. 2」で述べたとおりである。「2. 1」で人口減少・少子高齢化
が社会システムを大きく変える要因であることを、「2. 2」でまちなか
の空洞化と自動車社会の進展の関連を指摘した。本節では自然災害・都
市災害を対象として、都市の課題を総体として探る捉え方を述べたい。

2.3.1　災害を知る

　都市は地震、津波、台風、集中豪雨、竜巻、火山噴火など、さまざま
な自然災害の脅威にさらされている。しかし、自然現象と自然災害は異
なる。特定の自然現象がなんらかの被害をもたらす場合に災害となる。
同じ自然現象であっても、都市で生じる場合には都市特有の災害をもた
らす。また、自然現象に直接起因しない災害もある。たとえば、大規模
な火災延焼による都市火災である。
　都市災害は、多大な人的被害、物的被害、経済被害をもたらす可能性
が高い。都市災害を防ぐ、あるいは減少させるためにはどうしたらよい
か。それを考えるためには、まず、災害の危険性について正しく理解す
る必要がある。

1.災害の危険性を明示する

❶ハザードマップ

　ハザードマップとは、「ハザードの潜在的な危険性を図化するもの」
である。ハザードとは、「災害をもたらす可能性のある事象」のことで
ある。たとえば、地震はハザードである。ここで注意すべきことは、ハ
ザードそのものは災害ではないということである。地震が発生しても、
軽微なものであれば災害にはならない。ある程度強い揺れであっても、
耐震対策がなされていれば被害は発生しない。また、地震で揺れる範囲
に都市がなければ都市災害にはならない。

①震度分布図

　地震に関しては、震度分布図がハザードマップの例である。図2. 3. 

1-1は、A市に一律にマグニチュード（Mw）6.8の震源を想定した場合
の震度分布を表した図である。地盤の状況などに応じて想定震度が異な
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図2.3.1-1　A市における震度分布図の例

図2.3.1-2　A川のA市における浸水想定区域図

＊1　浸水範囲
図2.3.1-2で示す範囲全体が同時に
浸水するのではなく、実際にはその
一部のエリアにおいて浸水が生じる
と考えてよい。

るが、特定の震源を想定
していない。地震がどこ
で発生するかはわからな
いが、仮に発生した場合
に、特定の地域がどの程
度の揺れになるかを示し
たものである。また、こ
の図は震度を示すもので
あり、被害を示すもので
はない。この点が後述する「地域危険度」とは異なる。もうひとつ留意
すべきことは、図2.3.1-1はマグニチュード（Mw）6.8を想定した震度
分布図であるが、他のマグニチュードを想定すれば別の図ができるとい
うことである。

②浸水想定区域図

　河川の洪水に関して
は、特定の河川について
浸水想定区域図を国や都
道府県が策定している。
　図2.3.1-2はA川のA市
における浸水想定区域図
で、A川の堤防が決壊し
た場合の浸水の範囲と浸
水深を表した図である。
色の濃いエリアほど浸水深が深い。ここで注意すべきは、この図は決壊
する場所を特定しておらず、A川の右岸・左岸のどこで決壊するかはわ
からないが、仮にどこかが決壊した場合の最大の浸水範囲＊1と浸水深を
示していることである。また、図2.3.1-2は浸水による被害を示すもので
もない。その意味で、浸水想定区域図はハザードマップといえる。
　しかし、洪水の場合は、地震とは異なる特徴がある。洪水をもたらす
自然現象は、大雨である。したがって、洪水の場合のハザードは大雨と
考えてもよいが、河川が氾濫し洪水となるのは、堤防が決壊することと、
土地の標高が低いことの二つの要素が重なることによって生じる。氾濫
する流量が多くなれば、浸水範囲が広がり、浸水深も深くなるが、それ
を規定するのは土地の標高である。そのため、洪水の場合のハザードは、
土地の標高であると考えることもできる。
　浸水想定区域図を策定するうえでは、過去の降雨量から100年に1回、
あるいは200年に1回の確率で生じうる降雨を想定し、その流量から氾
濫域を想定している。しかし、近年の気候変動の影響により、過去の降

0 （m）20001000

凡例

震度6強
震度7

0 （m）20001000

凡例
0.5m未満の区域
0.5～1.0m未満の区域
1.0～2.0m未満の区域
2.0～5.0m未満の区域
5.0m以上の区域
洪水予想河川
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＊1　パトリック・ゲデス
Patrick Geddes、1854-1932。
スコットランド生まれ。近代都市計
画理論、また環境教育の父といわれ
る。

＊2　機械時代
20世紀は建築や都市をはじめと
するさまざまな人工物一般が機械
に模して考えられた、機械時代
（Machine Age）と呼ばれる。

3.1

多彩なモデルで関連を探る

　第2章では、現在の都市が抱えている課題を、解決に向けたプロセス
の検証も意識しながら抽出した。第3章では、都市をシステム・オブ・
システムズであると捉え、システム同士、そしてシステムとその上位の
システムとの関連を探ってみたい。
　まず次項では、都市と建築をつなぐしかけとしての「建築タイプ」と
いうキーワードを提案し、建築というシステム、都市という上位システ
ムの構図の変遷を考えてみる。

3.1.1　建築タイプについて
　　　　「（ヒト⇔モノ＋情報）／環境」のシェルター

1.都市という森、建築という樹木
　都市は人間がつくった最大の人工物だが、自然発生的に生まれ、発展
し、衰微する。非常に長い歴史的時間のなかで緩慢に、ときに急激に変
化する。近代都市計画の父と呼ばれるパトリック・ゲデス＊1は、主著を
『進化する都市』注1と題した。ゲデスの生きた20世紀の初頭にあって、
過密、不衛生、環境汚染などの都市問題はすでに表面化しており、どの
ようにそれに対処するかが喫緊の課題として求められていた。都市を、
その発展と衰微がさまざまな問題を引き起こしつつ進化するものとして
描くことは、この都市学者がダーウィン派の生物学者トマス・ハクスリ
ーのもとで生物学を学んだという経歴によるところが大きいだろう。
が、都市も生命に似て進化するという識見は、近代初頭の機械時代＊2に

おいて以上に、環境科学と情報工学が重視される今日においてこそ、注
目したい。

❶ピラネージの都市図

　都市は「1. 3. 2」で述べたように、システム・オブ・システムズとして、
単一の生命個体であるよりも、無数の個体が集まった群のように見え
る。今から250年も前の、18世紀のローマの都市と建築を描きとりな
がら、古代ローマの想像的復元を試みた建築家G・B・ピラネージによ
る都市図の版画「古代ローマのカンプス・マルティウス」（図3.1.1-1）に、
こうした様相が表されている。そこでは、都市を形づくる構成部品とし
ての建築と、都市の空間がその建築の形態をつくる環境となるというこ
との、相互関係を見て取ることができる。それはあたかも今日の大規模
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＊3　CIAM
1928年にスイス、ラ・サラでの第
1回会議から、1959年オランダ、
オッテルローでの第11回会議まで
続いたヨーロッパの近代建築家たち
の会議。ル・コルビュジエ、ミース・
ファン・デル・ローエ、グロピウス
らが参加した。

＊4　チーム10
ユーゴスラヴィアのドブロヴニク
で開催されたCIAM第10回会議を
準備した若手建築家たちは、CIAM
主流派と異なる考えを抱くようにな
った。このグループをチーム10と
いう。

＊5　アルド・ファン・アイク
Aldo Van Eyck、1918-1999。
オランダの建築家。

図3.1.1-1
G・B・ピラネージ「古代ローマ
のカンプス・マルティウス」※1

図3.1.1-2
ワンチップ・マイクロコンピュータの大
規模集積回路にまとめられた、汎用デジ
タル情報処理システムの顕微鏡写真※2

集積回路の顕微鏡写真のようにも見え、都市が大規模で複雑なシステム・
オブ・システムズであることをよく表わしている（図3.1.1-2）。
　そのありさまは、都市という〈森〉のなかで、さまざまな建築が〈樹
木〉の相を成しているかのようだ。生物学において、ある地域と時代の
環境のなかにあるすべての植物や動物の種の総体を植物相（flora）とか、
動物相（fauna）と呼んで研究対象とすることがある。それと類似した
ものとして、ある都市のある時代における「建築相（aedifica）」とで
も呼ぶべきものが考えられるのではないだろうか。そして、私たちの生
活が変われば、都市もまたそれに従って変わっていかなければならな
い。都市がつくりかえられるというのは、建築の視点から述べるならば、
この「建築相」が変わっていくということであろう。

❷都市は大きな家、家は小さな都市

　20世紀の近代建築・都市計画を担った近代建築国際会議（CIAM＊3）
は、1956年開催の第10回会議で事実上の終焉を迎えた。この会議を準
備する、当時の若手建築家たちからなる「チーム10＊4」の建築家であ
ったアルド・ファン・アイク＊5は、建築と都市に関する彼の主張を、ス
ケッチとともに、短く詩的な言葉で述べている。

　木は葉みたいだし、葉は木みたいだ。住宅は都市みたいだし、都
市は住宅みたいだ。木、それはでっかい葉だし、葉、それはちっぽけ
な木だ。都市、それはでっかい住宅だ、そうでなければ都市ではない。
住宅、それはちっぽけな都市だ、それでこそ住宅なんだ（図3.1.1-3）。
注2

　この考えは、1962年、パリ郊外ロワイヨーモンの僧院で開催された
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